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汚染水処理から発生する様々な廃棄物に対して、低温処理技術（セメント固化等）による固化処理プロセス

の適用可能性を簡易に検査（スクリーニング）するため、固化体中の元素浸出性を簡易的に評価する手法に

ついて検討した結果の一部を紹介する。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所の汚染水処理において発生する多様な廃棄物に対して、低温固化処理の適用

を簡易に判定する検査手法の開発を進めている[1], [2]。その検査手法の 1 つとして、廃棄物をセメントなどで

固化した固化体からの核種の浸出特性を簡易的に評価する手法について検討した。 

2. 実験 前報の結果[2]を踏まえて、表 1 に示すように、接触

面積比を 10 に統一し、試料サイズと液固比を変化させて浸

出試験（以下、簡易法）を実施し、ANS 浸出試験（以下、ANS

法）の結果と比較評価した。なお、試験には、模擬核種とし

て、Cs、Sr、Ce、Sn を模擬廃棄物（模擬炭酸塩スラリー：CS）

の 0.1 wt.%添加し、28 日間養生したセメント固化体およびアルカリ活性化材料（AAM）固化体を用いた。 

3. 結果 実施水準の中で最も小さい試料サイズである、2023 Case4 の Cs、Ce の溶出指標：Leachability Index

（以下、LI 値）を基準にした比（LI 比）の結果を図 1 に示す。図 1 では、前報と同様に、検出下限値未満の

ものを 0 に近い数値とするために、検出下限値の 1/100 を代入して LI 比を算出した。また、検出下限値未満

の取扱い方法を変更（分析装置の保証値＝検出下限値を代入）して算出した LI 比と、評価時間についての取

扱いも変更（試験開始からの浸出時間を 120 時間から 24 時間まで短縮）して算出した LI 比も示した。 

図 1 より、検出下限値未満の取扱いを変更することで、溶出率が低い（浸出試験 24 時間で 0.1 %以下）Ce に

ついて、ANS 法の結果に近づいた。また、評価時間を 120 時間から 24 時間に短縮することで、溶出率が高い

（24 時間の浸出率 20 %以上）Cs についても、ANS 法の結果に近づいた。

これらの結果から、2023 Case4 では、容積 50 cc 程度の遠沈管内で簡易的

に浸出試験を実施可能であり、核種の浸出特性をスクリーニングする水

準として最適であることが示唆された。 
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水準 試料サイズ 液固比 接触面積比 

ANS Φ 50×H 50 mm 7-7.5 
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2023 Case1 Φ 40×H 40 mm 8.6-8.8 

2023 Case2 Φ 30×H 30 mm 11.6-11.9 

2023 Case3 Φ 20×H 20 mm 17.5-17.9 

2023 Case4 Φ 10×H 10 mm 35-36.7 

 

図 1 LI 比の比較結果(2023 Case4) 

表 1 比較した各浸出試験の条件 
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